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その 頃、 わたし はかなり 忙 がしい 仕事 を 持って いた 

み つき 

ので、 どうかす ると 三月 も 四月 も 半 七 老人のと ころへ 

御無沙汰 する ことがあった。 そうして、 ときどき 思い 

出した ように、 ふらりと 訪ねて ゆく と 老人 はいつ も 同 

じ 笑い顔で わたし を 迎えて くれた。 

「どうしました。 しばらく 見えません ね。 お 仕事の 方 

が忙 がし かったんで すか。 それ は 結構。 若い 人が 年寄 

りば かり 相手に している よう じゃあい けません よ。 だ 

が、 年寄りの 身になる と、 若い 人が なんとなく 懐かし 



い。 わたくしの ところへ 出這入り する 人で、 若い 方 は 

あなた だけです からね。 枠 はもう 四十で、 ときどき 孫 

を つれて 来ます が、 孫 じゃあ 又 あんまり 若 過ぎる ので。 

ま ま V3 ま V3 ま 」 

実際、 半 七 老人のと ころへ 出入りす るの は、 みな 彼 

と 同じ年 配の 老人で あるら しかった。 その 故い 友達 も 

だんだん ほろびて ゆく と、 老人が ある 時 さすがに さび 

しそうに 話した こと もあった。 ところが、 ある 年の 十 

二月 十九 日の 宵に、 わたし は 詰まらない 菓子 折 を 持つ 

て、 無沙汰の 詫びと 歳暮の 礼と を かねて 赤 坂の 家 をた 

ずね ると、 老人 は 二人連れの 客 を 門口へ 送り出す とこ 



こっちから 誘い出す まで もな く、 老人の 方から 口 を 

切って、 水 原と いう 横 浜の 商人と 自分との 関係 を 説き 

はじめた。 

文久 元年 十二月 二十四日の 出来事で ある。 日本 橋、 

通 旅籠 町 の 家持ちで、 茶と 茶道具 t 一 切 を 商って いる 

じゅく ほうき 

河内 屋十 兵衛の 店へ、 本 郷森川 宿の 旗本 稲川 伯耆の 

屋敷から 使が 来た。 稲川 は 千 五百石の 大身で、 その 用 

人の 石 田 源 右衛門が 自身に 出向いて 来たので あるから、 

河内 屋 でも 疎略に は 扱わず、 すぐ 奥の 座敷へ 通させて、 

主人の 重 兵衛が 挨拶に 出る と、 源 右衛門 は 声 を 低めて 



^ V- こ。 
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「余の 儀で ござらぬ が、 御 当家 を 見込んで 少々 御 相談 

いたしたい ことが ござる」 

かのうたん ゆうさい 

稲川の 屋敷に は 狩 野探幽 斎が 描いた 大幅の 一 軸が あ 

る。 それ は 鬼の 図で、 屋敷で は 殆ど 一 種の 宝物と して 

秘蔵して いたので あるが、 この度 よん どころ ない 事情 

があって、 それ を 金 五 百両に 売り払いたい というので 

あった。 河内 屋は諸 大家へ も 出入り を 許されて いる 豪 

商で、 ことに 主人の 重 兵衛は 書画に 格段の 趣味 を もつ 

ている ので、 その 相談 を 聞いて 心が 動いた。 しかし 自 

分の 一存で は 返答 もで きないので、 いずれ 番頭と 相談 



郎は うかう かと 杯 を かさねて、 ゆう 六ッの 鐘に おどろ 

かされて 初めて 起った。 

「大切の 品 だ。 気をつけて 持って ゆけ」 

源 右衛門に 注意され て、 忠三郎 は その 一 軸 を 一応 あ 

とうざん こわた 

ら ためた 上で、 唐桟の 大風呂敷に つつんだ。 軸 は 古渡 

と -っ さ ら さ 

りの 唐 更紗に つつんで 桐の 箱に 納めて あるの を、 更に 

その上から 風呂敷に 包んだ ので ある。 彼 は それ を 背 

負って 屋敷から 貸して くれた 弓 張 提灯 をと ぼして、 稲 

川の 屋敷の 門 を 出た。 ゆう 六ッ といっても この頃 は 日 

の 短い 十一月の 末で あるから、 表 はすつ かり 暗くな つ 

おろし 

ていた。 しかも 昼間から 吹きつ づけて た秩父 嵐が い 



「もし、 おまえさん。 どうしな すった。 もし、 もし… 

;」 

呼び！^ けられて 忠三郎 は 初めて 眼 を あくと、 提灯 を 

さげた 男が 彼の そばに 立って いた。 男 は 下 谷の 峰 蔵と 

いう 大工で、 化け 銀杏の 下に 倒れて いる 忠三郎 を 発見 

したので あった。 

「ありがとう ございます」 

ふところ 

云いながら 懐中へ 手 を やる と、 主人から 別に 渡され 

た 百 両の金 は 胴 巻ぐ るみ 紛失して いた。 驚いて 見廻す 

と、 抱えて いた 一 軸 も 風呂敷と 共に 消えて いた。 自分 



「おい、 仙吉。 おめえ に 少し 用が ある」 と、 彼 は 子分 

の 一 人 を 呼んだ。 「今夜から ふた 晚三 晚、 あの 化け 銀 

杏の 下へ 行って 張り込ん でいて くれ。 それ も 黙って い 

ちゃ あいけ ねえ。 なに か 鼻唄で も 歌って、 木の 下 をぶ 

らリ ぶら り 行ったり来たりして いるんだ。 寒かろう が、 

まあ 我慢して やってくれ。 おれ も 一緒にい く」 

日が 暮れる の を 待って 半 七と 仙 吉は松 円 寺の 塀の 外 

へ 行った。 半 七 は 遠く離れて、 仙吉 ひとりが 鼻唄 を 歌 

いながら 木の 下 をう ろ 付いてい たが、 四ッ (午後 十 時) 

を 過ぎる 頃まで 何も 変った ことはなかった。 

「百両 の 仕事 をして、 ふところが あつたけ えので、 当 



分 出て 来ね え かな」 

それでも 二人 は毎晚 根よ く 網 を 張って いると、 十一 

みそか 

月の 晦日の 宵で ある。 まだ 五ッ (午後 八 時) を 過ぎた 

ばかりの 頃に、 低い 土塀 を 乗り越して 一 つの 黒い 影の 

あらわれ たの を、 半 七 は 星明かりで 確かに 見つけた。 

仙 吉は相 変らず 鼻唄 を 歌って 通った。 黒い 影 は 塀の き 

わに 身 をよ せて じっと 窺って いるら しかった が、 忽ち 

ひらりと 飛び かかって 仙吉の 襟髪 をつ かんだ。 覚悟 は 

していながら も 余り 器用に 投げられ たので、 仙 吉は意 

気 地な くそ こへ へたばって しまった。 それでも 物に 馴 

れ ている ので、 かれは 倒れながら 相手の 足 を 取った。 



「わたくし も 怖い のが 先に 立って、 たしかに 見定め ま 

せんで したが、 提灯の 火に ぼんやり 映った ところ は、 

なんでも 若い 女の ようでした」 

「女 はこつ ち を 見て 笑いでも したの かえ」 

「いいえ、 別に そんな こと もありませんで したが、 な 

にしろ 怖い ので 忽々 に 逃げて 来ました。 もう 四ッ (午 

後 十 時) に 近い 頃に、 女が たった 一人で、 場所 も あろ 

うに、 あの 化け 銀杏の 下に 平気で 立って いる 害が あり 

ません。 あれ はどうして 唯 者 じゃある まいと 思われ ま 

す」 

「そうです ねえ」 と、 半 七 も 考えて いた。 「そこで、 そ 



「でも 親分、 それ は 贋物です ぜ」 

「贋物で もい い。 それ を 売った 奴が 判ったら、 それ か 

ら すぐに そいつの 居 どこ を 突きと めて 来て くれ。 なる 

たけ 早い がいい ぜ」 

「承知し ました」 

そ-つ そ-つ 

仙 吉は忽 々に 出て 行った。 

あくる 朝に なっても 忠三郎 は 顔 をみ せない ので、 半 

七 は 日本 橋 辺へ 用達しに 行った 足つ いでに、 

とお リ はたごち よう 

通 旅籠 町の 河内 屋を たずねる と、 忠三郎 はすぐ に 出 

て 来た。 かれは 気の毒 そうに 云った。 

「親分さん。 まことに 申し訳 ございません。 早速う か 



なまづめ 

慾 張って いるから ね。 ときどき 生爪 を剝 がす ことがあ 

でもの 

るの さ。 そこで、 あの 掛地は どこの 出物です え」 

「さあ、 生まれ は 何処 だか 知りません が、 ここへ 持つ 

て 来たの は、 裏の 大工の 家のお 豊 さんです よ」 

裏の 大工 は 峰 蔵と いう 親方で、 娘に 弟子の 長 作 を 妻 

わせて、 近所に 世帯 を 持たせて あるが、 道楽者の 長 作 

は 大工と いうの は 表向きで、 この頃 は賽の 目の 勝負ば 

しゅ-つと 

かり を 争って いる。 舅の 峰 蔵 も 心配して、 いっそ 娘 

を 取り戻そうかと 云って いるが、 もともと 好いて 夫婦 

になった 仲な ので、 ぉ豊 がどうしても 承知し ない。 峰 

かたぎ 

蔵 は 堅気な 職人で あるのに、 とんだ 婿 を 取って 気の毒 



まだ 娘ら しい 女振りで あつたが、 さすがに もう 眉 を 

剃って いた。 かれの 白い 顔 はいた ましく 蒼 ざめ ていた。 

- つち 

「長さん はお 家です かえ」 

「今ち よいと 出ました が …… 。 どちらから」 

「わたし は 松 円 寺の 近所から 来ました が …… 」 

「また 誘い出しに 来たんで すか」 と、 ぉ豊は ひたい を 

皺め た。 「もう 止して くださいよ」 

「なぜです」 

ふじし ろ 

「なぜって …… 。 おまえさん は 藤 代 様の 御屋敷へ 行く 

ん でしよう」 

松 円 寺の そばに は 藤 代大ー 一郎と いう 旗本 屋敷の ある 



こと を 半 七 は 知っていた。 その 屋敷のう ちに 賭場の 開 

かれる こと は、 ぉ豊が 今の 口ぶりで 大抵 推量され た。 

「お 察しの 通り、 藤 代の 御屋敷へ 行 くんです が、 まだ 

なじみ あにい 

誰に も 馴染がない もんです から、 こちらの 大哥に 連れ 

て 行って 貰わなければ …… 」 

「いけませんよ。 なんの かのと 名 をつ けて 誘い出しに 

来ち や あ …… 。 誰が なんと 云っても、 内の人 はもう そ 

んな ところへ はやりません よ」 

「長さん はほんと うに 留守なん です かえ」 

「噓 だと 思うなら 家 じゅう を あらためて 御覧なさい。 

きょうは H: 達しに 出たん です よ」 



かまち 

「そうです か」 と、 半 七 は 框に悠 々と 腰をおろした。 

「おかみさん。 済みませんが 煙草の 火 を 貸して おくん 

なさい」 

「内の人 は 留守なん です よ」 と、 ぉ豊 はじれ つたそう 

に 云った。 

「留守で もい いんです。 実はね、 わたしの 知っている 

本郷の 者が、 このあいだの 晩に 森 川 宿 を 通る と、 化け 

銀杏の 下に 女の 幽霊の 立って いるの を 見たん です。 野 

郎、 臆病な もんだ から 碌々 に 正体 も 見と どけずに 逃げ 

てし まったんで すよ。 いや、 いくじの ねえ 野郎で …… _ 

江戸の まん 中に 化け物なん ぞの いる 害が ねえ。 わたし 



は 追い掛けて うしろから 抱きす くめた。 

. ^き 力え 

「いけね え。 いけね え。 幽霊が 死んだら 蘇生って しま 

うば かりだ。 まあ、 騒い じゃあい けね え。 おめえ の 為 

になら ねえ」 

泣き 狂う ぉ豊を 無理に 引き摺って、 半 七 は 再び 家の 

なかへ 連れ込んだ。 

「親分さん。 済みません。 どうぞ 殺して …… 殺して く 

ださい」 と、 ぉ豊は そこに 泣き伏した。 彼女 は 半 七の 

身分 を覚 つたら しかった。 

「もう 判った かね」 と、 半 七 はうな ずいた。 「あの 掛地 

を 持って来 たの は 長 作だろう。 ほかに は 何も 持って来 



わたくし も 心配で たまりません。 といって、 お 父つ さ 

んの 耳へ 入れます と、 また 余計な 苦労 を かけなければ 

なりません から、 わたくしが そっと 藤 代 様のお 屋敷に 

迎 いに 行き ましたが、 夜 は 御門が 厳重に 閉め切って あ 

るので、 女なん ぞは 入れて くれません。 どうしょ うか 

と 思って、 松 円 寺の 塀の 外に 立って いて、 いっそもう 

くく 

あの 銀杏に 首で も縊っ て 〔# 「つて」 は 底本で は 「つて 匕 

しまおうかと 考えて いますと、 そこへ 二人連れの 男が 

通りかかった もんです から、 あわてて 其処 を 逃げて し 

まいました」 

「長 作 は そ れぎリ 帰ら ねえの か」 



のなかに 一人の 男が 倒れて いるの を 見つけた ので、 初 

め は 介抱して やる つもりで 立ち寄つ たが、 かれの 胴 巻 

の 重そう なの を 知って、 長 作 は 急に 気が 変った。 まず 

胴 巻 だけ を 奪い取って 行き かけた が、 毒 食らわば 皿 ま 

でと いう 料簡に なって、 彼 は 更に 忠三郎 が 大事そう に 

抱えて いる 風呂敷 包み を 奪った。 羽織まで 剝ぎ 取った- 

しかも 悪銭 は 身に つかないで、 百 両の金 も 酒と 女と 博 

奕で みんな はたいて しまった。 

「舅 や 女房 はなん にも 知らない ことで ございます。 ど 

ぅぞ御 慈悲 をね がいます」 と、 彼 は 云った。 

実際なん にも 知らないと 云えない ので あるが、 さす 
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